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論文内容の要旨

【研究目的】

オーバーデンチャーの利点には，歯冠歯根長比の改善，顎堤吸収の防止，歯根膜感覚の保存， さらに吹合力の増大

などがあげられるo 一方，天然歯は側方力に弱し、といわれ，オーパーデンチャーと根面板に関する力学的な検討によ

り，支台歯に加わる力のコントロールが可能で、あれば，支台歯の保存に役立つものと考えられる。オーバーデンチャー

に関する研究は，これまで敬多く行われてきたが，根面板の形態と支台歯に加わる力について検討しているものは少

ない。

そこで本研究は，オーバーデンチャーにおける支台歯に加わる側方力を可及的に抑制することを目的として，根面

板の形態が側方力に対してどのように影響を及ぼすかについて， 2 種類の顎堤模型を用いて検討を行った。

【実験方法ならびに実験結果】

実験 I 直線型模型による実験

実験に使用した模型は，支台歯に加わる側方力に対する根面板の形態のみの影響を検討するため，直線型の顎堤形

態とした。支台歯の位置は犬歯を想定し，根面板の形状は台形とドーム状の 2 種類とし，各側面のテーパーを 6 0 と

し，台形の高さを 0 ， 2 , 4 , 6 mm, ドーム状では 2 ， 4 mm として，各 5 個ず、つ製作した。支台歯に加わる側方力の測定

にはひずみゲージを，また床の変位の測定にはダイヤルゲージを，さらに床下粘膜( 2 mmJ享の疑似顎粘膜)に加わる

圧力の測定には圧力センサを用い，根面板の形態が支台歯への側方力ならびに床の変位と粘膜への圧力に及ぼす影響

について検討を行った。義歯の構造は校合堤状とし，その校合面上の近心，中央，遠心の各 3 点に 5 kgf の垂直荷重

を加え，各荷重条件下で 5 回ずつ計測を行った。高さによる違いについては一元配置分散分析法と多重比較により，

また形状による違いについては t 検定により差の検討を行った。

その結果，支台歯に加わる側方力は，近心荷重では中央と遠心に比べて大きく，また側方力の方向は近心荷重では

近心方向，中央と遠心荷重では遠心方向であった。根面板の形態に関しては近心荷重では台形よりドーム状の方が，

またいずれの荷重位置においても高さの低い方が有意に小さい値を示した。床の変位については，中央と遠心荷重に

おいて床の後縁が沈下傾向を示し，その沈下量は根面板の形態によって有意な差は認められなかった。さらに，床下

粘膜に加わる圧力については，遠心荷重で大きくなったが，根面板の形態の影響は認められなかった。

実験 H 下顎無歯顎模型による実験

no 
n
可U



実験 I と同様の擬似顎粘膜を持つ下顎無歯顎模型を用い，根面板の形態と荷重位置が側方力に及ぼす影響について

検討を行った。支台歯は，両側犬歯の場合と左側犬歯のみの場合を想定し，左側犬歯にひずみゲージを貼付し側方力

の計測を行った。根面板の形状は台形とドーム状の 2 種類とし，台形の高さを 0 ， 1 , 2 , 4 mm, ドーム状では 2 ， 4 mm 

とし，各 5 個ず‘つ製作した。荷重位置は， 1 点荷重では校合堤日交合面上の正中部(C)，左右の側切歯部(L)，第一小臼歯

部 (Pl) ，第一大臼歯部 (Ml)，第二大臼歯遠心部 (M2) の 9 か所とし，両側 2 点荷重では左右のPl ， Ml , M2の

3 か所とし，各点に 5 kgf の垂直荷重を加え，各荷重条件下で 5 回ず、つ計測を行った。統計学的には実験 I と同様に

有意差検定を行った。

その結果，荷重位置が支台歯より近心の前歯部の場合，台形よりドーム状の方が，また高さの低い方が支台歯に加

わる側方力はそれぞれ有意に小さくなり，直線型模型と同様の結果を示した。しかし，荷重位置が支台歯より遠心の

臼歯部の場合，根面板の各形態間で有意な差は認められなかった。また，荷重位置による側方力の大きさの違いにつ

いては，直線型模型の結果と同様に臼歯部より前歯部荷重の方が著しく大きくなり，さらに全顎模型においては支台

歯から離れるほど小さくなる傾向が示された。また，側方力の方向について，左側犬歯支台歯の左側 Pl 荷重では唇

側方向を，両側犬歯支台歯の右側臼歯部荷重では唇側方向から遠心方向を示し，それ以外の荷重点では支台歯の近心

方向に加わることが示された。さらに，支台歯の数に関しては，荷重位置が Pl の場合に支台歯の 1 歯より 2 歯の方

が，また左側荷重より両側荷重の方がそれぞれ側方力は小さくなった。

【考察ならびに結論】

根面板の形状をドーム状に，高さを低くすることによって，支台歯に加わる側方力は小さくなることが示された。

これは義歯床が根面板の上部を支点として移動するため，その形態の違いの影響が表れたものと考えられる。また，

臼歯部に荷重した場合の支台歯が受ける側方力は，直線型模型では遠心方向，全顎模型では近心方向で、あったが，こ

のことは直線型模型の顎堤が平坦であるのに対し，全顎模型の顎堤は遠心から近心に向けて下方に傾斜していること

によって，義歯の挙動が異なったものと考えられ，支台歯の受ける側方力は顎堤遠心部の近遠心的な傾斜の影響を受

けていることが示唆された。さらに，支台歯の 2 歯より 1 歯の方が支台歯に加わる側方力は大きかったことから，支

台歯の減少により支台歯の負担が大きくなることが示された。両側荷重より左側荷重の方が支台歯に加わる側方力が

大きかったことから，左右均等に校合調整することによって支台歯の負担が小さくなることが示された。

以上のことより，支台歯に加わる側方力は，顎堤遠心部の近遠心的な傾斜，根面板の数および校合点によって変化

するが，根面板の形状をドーム状に，高さを低くし，さらに義歯の校合関係を左右均等に調整し， しかも前歯部での

校合を避けることによって，支台歯に加わる側方力が抑えられ，側方力に弱いといわれる支台歯の保存に役立つ可能

性が示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は，オーバーデンチャーにおける根面板の形態(形状と高さ)と支台歯に発現する側方力との関係を知り，

支台歯に加わる側方力を可及的に抑制する方法を見い出すことを目的として行ったものであるo

その結果，根面板の形状と高さ，荷重点の数，支台歯の数，さらに荷重位置が支台歯に加わる側方力の大きさに対

し，また顎堤遠心部の近遠心的な傾斜の有無が支台歯に加わる側方力の方向に対して影響を及ぼすことが明らかとなっ

た。そこで，根面板の形状をドーム状とし，高さを低くし，さらに義歯の校合関係を左右均等に調整し， しかも前歯

部での校合を避けることによって，支台歯に加わる側方力を抑制できることが示された。

以上のことから，支台歯に加わる側方力に影響を及ぼす要因が明らかとなり，本研究はオーバーデンチャーの設計

と支台歯の保護に対して有益な示唆を与えるものであり，博士(歯学)の学位を取得する資格があるものと認める o
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